
金
滞
古
蹟
志
経
叶
ニ

務
兵
衛
と
一
冨
ふ
。
利
常
卿
の
命
に
依
て、

究
武
年
中
上
京
し
、
明
の

沈
惟
敬
来
朝
せ
し
頃
.
大
坂
務
湿
度
定
剛
山
へ
相
仰
せ
し
務
飴
の
方
寸

一
品
、
京
都
中
的
枠
震
体
授
し
居
た
る
を
相
仰
し
来
り
.
若
松
村

K

於
て
大
明
飴
・
延
誇
飴
等
を
裂
し
義
上
げ
た
り
。
是
よ
り
世
人
若
松

飴
と
稀
し
.
共
名
高
〈
.
世
図
の
名
産
と
す
。
孤
兵
衛
の
酬
明
警
兵
街
、

灘
飴
の
製
法
を
僻
受
す
。
警
兵
街
の
子
仰
右
術
門、

一
冗
絡
先
年
K
若

松
村
よ
り
金
保
へ
闘
で
、
卯
反
八
幡
町
陀
居
住
し、

描
提
飴
を
資
弘
め
.

城
内
一
一
，
丸
脱
式
向
の
御
用
飴
を
刷
出
迭
す
。
放
に
世
人
御
用
飴
屋
と

呼
べ
り
。
同
十
二
年
正
月
よ
り
、
毎
春
嘉
例
と
し
て
由
民
舶
の
訪
を
二
J

丸
成
式
向
へ
献
納
す
。
元
文
三
年
に
観
音
町
へ
居
宅
を
移
し
、
聞
記
よ

り
世
々
変
陀
居
住
せ
り
。
利
常
卿
判

E
の
お
。

千
蛸
井
大
角
豆
到
=来
之
一
悦
入
事
候
ド

ι。

七

月

六

日
7苦

へ

利

巴-
il'i 

牢IJ

の
館
主
吹
く
都
は
・
古
〈
凶
土
よ
り
仰
は
れ
り
。
詩
砧哩
陀、日
間
純一
-小

岩
松
村

掬

兵

街

男

火
第
二
釘

右
mp之
候
脇
陣
.
心
斜
可
a
巾
聞
-者
也
。

月
今
枝
奥
右
衛
門
殿

手IJ

百t

キリ

竹
凡
u-如
-
4'間
以
ν

偶
者
所
咽吹
也
と
見
ね
た
り
。
さ
れ
ば
三
官
飴
も
‘
商

四

内
藤
前
兵
衛
殴

按
・
干
る

K
.
元
称
凶
年
二
月
加
州
産
物
取
訓
舎
に
、
加
賀
郡
若
松
村

各
よ
り
務
ま
で
飴
主
総
す
。
則
定
松
飴
と
稀
す
。
と
あ
り
て
、
元
総

元
年
に
飴
屋
倒
右
術
門
金
部
へ
出
で
た
る
後
も
.
何
共
の
庶
家
若
松

村
陀
居
残
り
、
若
松
飴
と
て
飴
を
製
越
せ
し
に
や
。
金
郡
家
柄
町
入

金
屋
彦
四
郎
よ
り
利
常
卿
へ
献
上
回
机
聞
に
、
若
松
あ
め
一
箱
飛
脚

E

以
て
上
v
之
。
と
服
せ
た
り
。
=
一州
名
物
従
来
と
去
ふ
も
の
に
も
、
岩
松

飴
を
紀
峨
し
、
従
前
は
加
賀
名
産
と
た
し
た
り
と
い
へ
り
。
或
は
云

ム
。
む
か
し
は
食
品
も
今
と
還
ひ
質
紫
陀
て
、
石
川
郡
野
々
市
前
餅

河
北
郡
若
松
飴
と
て
、
用
品
共
に
名
物
と
な
し
て
、

草
加
侯
ま
で
も
召

上
ら
れ
し
か
ど
、
後
哨
唱
え
ヰ
突
に
移
り
、
野
々
市
せ
ん
ぺ
い
・
岩
松
あ

め
危
ど
、
賞
慨
す
る
も
の
も
た
く
迭
に
絶
え
て
.
今
は
附
ロ
聞
と
も
共

の
名
さ
へ
知
る
も
の
な
し
と
い
へ

り
。
按
や
る
陀
、
飴
は
新
撰
宇
鋭

の
食
部
陀
‘
徽
蘇
n
干
反
、上
.
阿
女
。
と
あ
り
。
和
訓
架
医
、
飴
餓
を

あ
め
と
い
ふ
は
白
書
義
な
り
。肌聞
は
し
る
あ
め
な
り
。
江
戸
陀
て
水

あ
め
と
い
ふ
。
八
削
附
務
あ
り
.
餓
K
作
る
に
よ
ろ
し
。
飴
を
ね
ぷ
ら

す
と
い
ふ
俗
賠
は
、
後
漢
舎
に
合
v
館
奔
u

円
ん
孫
-
と
見
h
.
大
剛
申
初
議

K
.
略
以
む
u
昔
日
-
而
陰
陥
ν
之
と
い

へ
る
窓
注
り
と
い
へ
り
。
わ
め
資

土
の
商
人
三
{
口
陀
掠
れ
り
。
菊
川
飴
も
ま
た
同
じ
と
あ
り
。
先
柏
町
の

W
O
も
若
松
飴
の
参
考
と
す
べ
し
。

O
暮
柳
舎
希
因
傍

坂
井
一
剥
が
根
無
草
陀
云
ム
。
基
柳
舎
希
図
先
生
は
金
棒
観
音
町
民

住
居
し
、
俗
名

E
純
度
比
品
右
衛
門
と
栴
し
・
家
業
酒
迭
に
て
銭
肉
質

せ
ら
れ
し
也
。
本
姓
は
小
寺
氏
な
り
。
そ
の
か
み
伊
勢
の
務
林
子
・
加

防
の
希
図
師
は
・脊
〈
天
下
に
鳴
る
程
の
俳
人
と
も
巾
し
侍
ら
ん
。
見

閉
山
子
は
勝
才
あ
り
て
風
雅
陀
略
る
と
い
へ
ど
も
・
み
づ
か
ら
鳴
る
と

い
ふ
べ
し
。
西
比
遊
ぶ
時
は
酋
花
坊
と
呼
ぶ
べ
し
・
京
医
遊
ぶ
時
は

束
花
坊
と
知
る
べ
し
な
ど
高
官
あ
り
o

Aん
み
づ
か
ら
鳴
る
の
徒
な

り
o
答
林
子
希
因
子
は
俳
踏
の
夫
子
と
か
せ
ん
。
婆
林
子
は
伊
勢
の

紳
戦
中
川
氏
陀
し
て
‘
問
削
多
〈
持
ち
て
航
有
也
o

さ
れ
ば
と
そ
四
四

何
の
さ
ま
風
雅
の
み
多
し
。
希
因
子
は
家
業
を
守

p
・
関
般
に
風
流

陀
遊
べ
り
。
商
家
の
習
ひ
酒
狂
人
‘
或
は
銭
一
商
問
H

を
も
せ
ら
れ
し
故

に
、
庇
先
陀
於
て
盤
賦
な
ど
に
逢
ひ
、
公
溢
へ
訴
出
づ
る
都
し
げ
し
。

金
滞
古
蹟
志
品
世
叶

一
と
せ
役
〈
年
の
本
K
・
度
々
の
排
出訟
に
川
台
所
へ

出
で
ら
れ
た

り
。
人
々
度
々
の
訴
訟
い
か
ピ
と
い
ふ
。
帥
…
=是
非
-
仕
合
に
候
也
0
1
正

も
商
家
の
煩
ひ
に
と
そ
と
希
図
答
へ
け
る
と
ぞ
。
又
或
夜
零
の
降
り

け
る
頃
、
連
中
へ
行
き
・
和
困
一
反
る
と
て
、
八
ザ
主
は
町
民
る
邪
な
し

今
夜
の
柴
み
は
増
り
な
ん
と
ぞ
。
風
殺
の
心
中
よ
り
山
川
づ
る
言
葉
に

し
て
、
{一軍
医
の
筑
償
温
和
の
人
物
・
行
欣
ま
た
無
類
の
徳
伎
な
り
と

い
へ
り
。
右
等
の
仰
稔
に
て
・
北ハ穏
ν
人
を
知
る
べ
し
。
さ
て
布
図
は

却
叫
翠
滋
北
校
の
門
人
民
て
、

資
暦
元
年
に
即
日
せ
り
。
此
子
後
川
も
俳

名
高
〈
、
父
が
申
棋
風
を
う
け
総
ぎ
た
り
。
本
柳
合
唱
担
句
集
二
忽
は
、

則
和
悶
の
句
集
に
て
‘
出
也
首
陀
幕
柳
合
都
凶
帯
刷出
後
川
探
。
と
あ
り
。

ま
た
後
川
が
者
せ
る
言
葉
の
露
の
序
に
云
ム
。
口
抗
移
り
物
換
り
て
、

亡
父
答
抑
合
布
図
去
命
し
て
一
一
一
千
歳
飴
り
と
せ
の
秋
を
経
た
り

き
。
今
管
は
文
月
十
日
の
ん
岳
、
雨
雲
の
底
ま
だ
ら
に
月
ほ
の
間
宮
中

K
-
そ
が
裂
の
文
宇
治
え
て
良
J
d
し
硯
く
ば
か
り
陀
あ
れ
ば
、再
び

乎
肉
の
迎
を
絞
が
ん
と
な
り
云
々
。
日
毎
比
松
棋
の
肢
を
拾
ひ
て
、

長
〈
蕉
家
の
道
を
治
め
ぬ
る
事
・
侃
に
風
子
の
音
信
を
ま
つ
の
み
。

頃
は
天
明
三
卯
年
・
加
賀
園
金
府
の
限
士
小
寺
後
川
紀
す
。
と
あ
り
。

金
部
花
…
門
家
的
を
見
る
に
・

希
図
仙
川
昌
百
倒
閣
一
後
本
柳
合
。
と
あ
り

て
・
南
無
府
側
一見
得
皆
布
図
の
流
民
て
・
合
部
俳
人
の
出
抑
制
と
い
ム

五




